











パ ネ リ ス ト :橋本ヒロ子（十文字学園女子大学教授）
安達 一寿（十文字学園女子大学助教授）
堀 久美（WIN-L代表）
日時 :平成 15年 3月 2日（日) 13:00～15:30
会場 :ドーンセンター（大阪府立女性総合センター）特別会議室
















































































































































































































1 思想・理論・運動 フェミニズム、女性解放思想、哲学、女性学、ジェンダー、性差、性差別、性役割、男性学、女性問題、女性運動 149  78
 
2 歴史・民俗・宗教 歴史、女性史、民俗、人類学、宗教 93  31
 




















7 労働・社会保障 労働、無償労働、労働者、雇用平等、労働条件、職業、社会保障、社会保険、社会福祉、保育、介護、年金 424  298
 
8 経 済 経済開発、開発援助、産業、企業、労働力、税、所得、金融 191  62
 
9 世帯・家族 家族制度、家族関係、世帯構成、単身者、結婚、離婚、家事、家庭、育児、ドメスティック・バイオレンス 224  112
 
10 くらし・環境 生活、ライフスタイル、家庭経営、消費者問題、環境問題 186  46
 








暇、遊び、レクリエーション 158  56
 
14 一 般 ＊上記カテゴリーに共通して使用できる語。例）影響、活動、参加、対策、多様性、評価、問題 71  8
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「女性情報を有効に使うために 女性情報シソーラスの開発と活用」
広めていかれるのでしょうけれども、普通の人たち
もこれを使いこなせるような講座をそれぞれの会館
でやられたらどうかと感じたのが1点です。
もう1つ、名古屋市で今年の6月にオープンしま
す男女平等参画推進センタ 「ーつながれっと名古屋」
というところの情報の事業の一部をお手伝いしてい
ます。その中で、まさに地域のいろいろな情報を収
集して、精査して、公開するように分類基準を作っ
たのです。そのときに一般の人たちともさんざん議
論をして悩んだ結果、まずカテゴリーのところに出
てくるものを、例えば「生きる」「働く」という言葉
でくくりました。大分類はそれ。中分類の中が主な
内容の中にあるようなものを入れ込んで、小分類は
全く表には出しませんが、収集をする担当者が、だ
れが来てもここに何を入れたらいいかわかるよう
な、具体的な小分類をたくさん作りました。先程、堀
さんもおっしゃっていましたが、私もいろいろな活
動をずっと続けてきて思うのは、それで何になるの
かというところが、やはり研究者のレベルと一般の
方とで若干違うということです。とにかく「生きる」
ということで、わざと大きくくくりまして、普通の
方が入りやすい入り口を1個作りました。これがど
ういうかたちで公開されるかどうか未定ですが、今、
そんな準備をしています。
○尼川 :本当にいろいろな工夫ですね。どうすれば
結びつくかということで、さまざまな活動がされて
いるということが出てきました。ありがとうござい
ました。いろいろまだお聞きしたいこともあるので
すが、時間が来ておりますので、パネラーの方に一
言ずつお願いして、終わりたいと思います。
○堀 :私は今日、活動の中での文献検索とは何なの
か、シソーラスとは何なのかということを言ってい
たのですが、逆にいうと、縦のつながりがあり、横
の広がりがある女性学の分野だからこそ、シソーラ
スによって体系化されることの意味があるのです。
これによって体系化されるのは文献だけではなく
て、例えばグループの活動自体がこのシソーラスの
中に入ってくることによって、だれと一番情報交換
をしたら有効であるかとか、日本だけではなくて世
界に広がって、そういうことが見えてくるような広
がりをすごく感じることができました。ぜひ、より
多くの人がそれを実感できればいいなと思いまし
た。
○安達 :シソーラスというのは以前は専門家のもの
だったわけです。ただ、こうやって情報提供できる
ことになると、たぶん一般の人が思わぬ使い方をし
てくれるのではないか。そこからまた新しい使い方
や利用のしかたが見えてくると思うのです。ですか
ら、ぜひ使っていただいて、それも思わぬ使い方を
していただいて、よりよいものにしていけたらいい
のではないかと思います。
○橋本 :一緒なのですが、ご意見番というところに
ぜひ意見を書いていただいて、皆のシソーラスにな
るようにしたいということと、大学の研究者の方は
ぜひ学生さんにこれを使うようにしていただけれ
ば、もっといい内容の論文が書けると思いますので、
ぜひよろしくお願いいたします。
○尼川 :今日はシンポジウムをとおして、だいぶシ
ソーラスをかみくだけたのではないかと思います。
女性がインターネットを活用し始めたのは、1995年
の北京会議以降ですが、いまや目覚ましい使い方が
されています。シソーラスも、難しいと思われてい
る部分もあるかもしれませんが、きっと瞬く間に女
性たちが自分流に使っていくということが、今日、フ
ロアの人とお話ししながら少し見えてきました。ぜ
ひこれからも女性情報を、自分たちの活動に使って
いくということで、活用していきたいと思います。ど
うも今日は長い時間ありがとうございました。
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